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論　　文　　の　　要　　旨

　現実の社会統計表は様々な機関によって，別々に作られているため，これらを整理統合して標準

化された，情報の重複や欠落のない，統計表をイ乍ることが極めて重要である。この論文はそのよう

な標準化された統計表を作る為の一定の方式を示したものである。

　現実の統計表は，たとえば，性別，年令別の収入とか，地域別，産業クラス別の従業員数とか，

いくつかの属性別に統計量が与えられている。しかし統計量として男性従業員数とか，管理者数と

いったものが含まれていることがある。これらは属性と統計量とが複合した概念であって，こうし

た混乱を，この論文では，category属性とs似卿蜘ary属性という2種の属性に明確に分離することに

よって防ぐことを提案している。たとえば男性従業員数というのは，一つの統計量ではなく，男性

というCategOry属性と従業員数というSu狐㎜ary属性の結合と考えるべきだと主張する。この立場

に立ってまずsu㎜㎜ary属性のもつpurityという概念を論理的に明確に定義している。（§3．2）一

　またCategOry属性として男性管理者，女性管理者，男性技術者，女性技術者といった分類が用い

られることがある。これは性別と職種という2つのc娩go町属性の組合わせとして表現できるもの

で，これに関連して2つの以上のcategoryの組合わせとして表現できない，pri㎜itiveなcategory

属性という概念を論理的に明確にした（§3・3）．

　sum㎜ary属性のpurityとcategory属性のpri㎜itivenessがこの論文の基調になっているが，これ

によって今まであいまいであった概念が整理され統計表の標準化が簡単化される。またこの2っの
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概念に関連するいくつかの命題が第3章Statistica1Database　Mode1に述べられている。これらは大

まかに言って，より広い場でpu更e（あるいはpd㎜itive）ならより狭い場でもpure（あるいは

pr1㎜itive）であるという特徴をもっている点でも，基本的概念であると言える。

　以上の概念や命題を形式論理的に表現するために，第2章F㎜da㎜enta1Data　Mode1において，

entity，entity　type，属性，1eve1等の基本概念が説明されている。

　第4章Design　Pmce砒re　of　Statistica1Databasesにおいては，与えられたいくつかの統計表を標

準化された統計表に変換する手続きが示されている。その方法はまず，与えられた統計表をすべて

s皿肌㎜ary属性が1つになるように分解し，各su㎜m服y属性が，カテゴリ属性を新たに加えるなど

して，p岨eとなるように操作する。これがpurificationという操作である。つぎにcategory属性の

中にpri㎜itiveでないものがあれば，これをpri皿itiveないくつかのcategory属性の組合わせで表現

する。これをorthogona1deco皿positionと呼んでいる。

　つぎにこうして標準化された統計表の中にCategOry属性とSu皿㎜ary属性は同じだが，CategOry

属性の分割の違うものがあれば，これらに共通の分割を導入して，2つの表を1つにまとめる。こ

れが㎜iOnという操作である。最後にCategCry属性が同一であるいくつかの表を一つにまとめ，そ

のSu㎜搬鮒y属性を列挙するという操作を行う。これをjOiΩと呼んでいる。

　こうしてできた統計表の集りはsu㎜㎜a町属性がすべてpureであり，category属性がすべて

pri鮒itiveであるような標準化された統計表となる。そしてまたある条件があれば，この操作によっ

てえられる統計表は㎜iqueであることが示されている。

　第5章Prob1e狐s　on　Statistica1Database　and　Conc1皿sionsではこれを現実に適用する際の様々な

問題点を指摘し，附録において，ある産業統計表のモデル例を以上の手続きで標準化する例が挙げ

られている。

審　　査　　の　　要　　旨

　一般に統計データベースの標準化はやりにくいという通念があるが，この論文ではCategOry属性

とSは㎜狐ary属性という概念を基調として，論理的にきちんとまとめられている，という点で，デー

タベース関連の学会においても十分評価されうると思われる内容をもっている。

統計表の一意性が言えたと書っても，それはある前提があっての話であり，たとえば2次元の点

を表現するのに直交座標系と極座標系のいずれをとるかという前提まで一意にできるという話では

なく，これを実際に適用する段となると，一種のISO規格のような標準化が行きわたらないと難し

いと思われる。

　また論理構造だけを考えると、一つ一つの概念や命題は自明であって，何ら新しい発見がないよ

うな印象を受ける。しかしこれは統計データベースという現実の世界と論理モデルとの橋渡しとし

て価値あるものとみるべきであろう。

　よって，著書は学術博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。

一6一


